
(3) いじめ 

 

ア いじめ問題を学びへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ いじめ問題を学びにするための教師の役割と「自ら学び続け学び合う子供」の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ いじめ問題に取り組む際の 3つの視点とその流れ 

  いじめ問題の防止と解決に向けて～『いじめを見逃さない体制づくり』   

① 教職員の指導力向上 

～教職員の指導力向上のための研修の充実～ 

  

② 校内体制の強化と教育相談の充実 

  ～学校いじめ対策委員会等を中心とした校内体制と教育相談主任を中心とした相談体制の強化～ 

  

 ③ 学校外のいじめの対応 

  ～関係機関や相談機関との連携～ 

 

エ 関連資料 

～いじめ問題の防止と解決、学校外のいじめ対応については～ 

子どもたちの SOSが聞こえますか？『いじめ問題の防止と解決に向けて』 佐賀県教育委員会 

https://www.pref.saga.lg.jp/kyouiku/kiji00333808 

 

～組織的対応については～ 

    生徒指導リーフ 学校の「組織」で行ういじめ「認知」の手順 国立教育政策研究所 

https://www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf19.pdf 

 

～「サイクル」進めた実践については～ 

  生徒指導リーフ増刊号 いじめのない学校づくり２ 国立教育政策研究所 

                         leaves2b.pdf (nier.go.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ対策のために何か特別なことをするのではなく、日々の授業や行事を改善する中でいじめが生まれ

にくい風土を作りだす、そうした地道な未然防止の取組を着実に行う際に役立つのが、サイクルで進める考

え方です。たとえば、次の①〜⑥のような一連の手順が必要なのです。 

 

①「課題（実態を踏まえた、児童生徒の問題点）」の設定           

②「目標（課題から導かれる、年度内に達成したい児童生徒の好ましい姿）」の設定          

③「取組（内容と実施日程）」の設定           

④「実行（上記の取組の実施）」          

⑤「チェック（児童生徒対象のアンケート調査による）」           

⑥「（［課題］［目標］［取組］の）修正」  ＊①にもどる 

 

未然防止の取組を積極的に進めるには、まだ表面に現れていない児童生徒の課題を発見する試みと、そこ

で明らかになった課題を解決していくための計画的な取組が重要になってきます。 

 

 【コラム】 いじめ対策は「サイクル」で！ 

 Ａ君はどんな気持ち

だったんだろう…？ 

参考資料 生徒指導リーフ いじめの未然防止Ⅰ 

 

 

  

つかむ 
○自分の行為を振り返らせ、自分のあ

やまちに気付かせる。 

○行為を厳しく指導する必要がある

場合でも、本人の人格を決して否定

しない。 

○相手への謝罪の方法などを一緒に

考える。 

【教師の役割】 

○自分の考えをまとめ行動できるように支援する。 

○いじめた児童生徒自身の心理的背景を理解する。 

○本人の気持ちを理解しなしながら良い点を認める。 

 

 

【教師の役割】 

○表面的な謝罪だけで解決した

と、安心することなく、被害者

と加害者の子供が納得できるよ

うにする。 

○今後、どの教職員がどの子供に、

具体的にどのようなかかわりを

していくのか明確にしておく。 

 

【教師の役割】 

【教師の役割】 

やってみる 

 
自分が言われて嫌なことは

言わないようにしよう！ 

 
Ａ君に気持ちを伝えて謝

ろう…。 
 

振り返る 

 

 

いじめられた側の心の痛みに気付かせな

がら、内面に深く迫る指導を粘り強く行

う。ただ、解決を急ぐあまり、不満や遺恨

の念が残り反抗的な態度を取ることのな

いようにする。また、表面的な沈静に終わ

ることがないようにすること。 

のないようにする。 

 

自分の何がいけなか

ったのだろう…？ 

イライラすること

が減った！ 

友達とのトラブルが減った！ 

Ｐ計画 

Ｄ実行 

Ｃ点検 

Ａ修正＝計画 

 

 

 

 

 

 

 

 「自分はどうすべきだったか」「自分はこれからどうすべきか」等について考え、よりよい人間関係を築

くために行動して、自分の行為を振り返り、次に生かしていくこと。 

学びのチャンス 

イライラ 

むかつき 

 
いじめ！ 

 安心して勉強するには… 

楽しく生活するには… 

人と関わることを喜び
と感じる体験を 

面倒だったり、イヤなこともあったりするけれど、他の人と関わることは

楽しいし、役に立てたらうれしいと感じる場や機会をつくることで、加害

者になるのを防ぎます。 

いじめ問題における学びとは  

自分の今の状態を 
考えて振り返ってみる 

振り返って考えたことを 
行動にうつしてみる 

今の気持ちと行動を振り 
返って次に生かす 

https://www.pref.saga.lg.jp/kyouiku/kiji00333808
https://www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf19.pdf
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